\u27Desire\u27 and \u27Nihil\u27 in Sha chuang 『沙床』  by Ge Hongbing 葛紅兵 by 高屋 亜希
〔47〕










































































































































































































































































































　最後に、諸葛が主張する 「虚無」 的運命論を共有した場合、性的 「欲望」 や





















に“足掻く” （p217） ことしかできず、生きることを切望する“夢の欠片” （p217） 






































葛紅兵 『沙床』 における 「欲望」 と 「虚無」 （高屋）　〔59〕
注
1） 朱大可・張閎主編、高屋亜希・千田大介監訳 『Chinese Culture Review （中国文化
総覧）』 vol.1 （好文出版、2005年 10月） キーワード 「一夜恋」 （p314） などを参照の
こと。
2） 注 1前掲書キーワード 「美女作家」 （p271）、「身体写作」 （p280） などを参照のこと。
3） 『沙床』 は長江文芸出版社から単行本で 2003年 11月に刊行された後、同年 『作
家雑誌』 第 12期 （筆者未見） にも掲載された。王応平 「疾病、愛欲与文学生産―







5） 朱大可・張閎主編、高屋亜希・千田大介監訳 『Chinese Culture Review （中国文化





7） 『沙床』 より以前に出版された 『我的 N種生活』 は、葛紅兵の自伝的エピソード
に著者の見解を加えて羅列する体裁をとっている。そこで語られるエピソードや




8） 『滴泪痣』 （中国青年出版社、2002年 4月） を参照のこと。また拙稿 「李修文 『泣
きぼくろ』 に見る村上春樹受容の一端―― SMをめぐる綺想」 （『中国文学研究』 第
31期、2005年 12月） では、同書における性的 「欲望」 と 「虚無」 の関係について
論じている。
9） 王宏図は 「都市日常生活、身体神化中的欲望書写」 （『当代作家論壇』 2005年第 5
期） で、『沙床』 が村上春樹 『ノルウェイの森』 を種本にしていると指摘している。
10） 十重田裕一 「感触的北京日本近現代文学翻訳の現在」 （『国文学解釈と教材の研究』
2004年 9号所収、学燈社） は、村上春樹 『ノルウェイの森』 とともに渡辺淳一 『失
楽園』 が流行している中国の状況を分析して、「性」 と 「告白」 という共通性があ
る、と指摘している。
11） 某処に残って働きたかったが、モラリストに中傷されて追い出された （p121） と
ある。某処は学生生活を送った南京大学を指すものと推察される。




13） 栗丹 「虚假的沈酔――評葛紅兵《沙床》的時尚性和虚偽性」 （『渤海大学学報 （哲









孫徳喜は 「有誰来撫摸你脆弱的霊魂？――従 《沙床》 看現代都市人的精神状態」
























19） 注 3前掲の王応平のほか、樊義紅 「一次有意義的哲理型写作――再読 《沙床》」
（『閲読与写作』 2006年第 7期） や呂玉銘・銭秀琴 「欲望者的悲情言説――対《沙

















22） 千田大介・山下一夫 『北京なるほど文化読本』 （大修館書店、2008年 8月） の
「文学」 （執筆：高屋亜希） では、こうした社会状況を受けて、個人の人生を模索す
る青春文学市場が、1980年代生まれ世代を中心に形成されたことを指摘している。
